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主体性 3.60 3.85 4.12
課題発見力 3.00 3.56 4.08
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体を形成している。実践共同体とは、特定の分野に関する関心や問題を共有し，その
分野の知識や技能を持続的な相互交流を通じて深めていく人々の集団である。（Wenger, 
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（2）PDCAサイクル
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（4）ルーブリック評価
